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WIN 2023 完全復活への道筋

2021 2022 2023
再び
成長軌道へ 完全復活変革と

次への準備

長期投資の継続

 構造転換
 財務基盤強化

 創業150周年
売上高 1兆円程度
営業利益率 15%



最重点方針

高収益構造への転換

スキンビューティー領域へ注力

成長基盤の再構築



エグゼクティブオフィサー（本社役員）



鈴木ゆかり
チーフブランドオフィサー



スキンビューティー領域へ注力

インナービューティー
カテゴリー

食

一人ひとりに
寄り添うサービス

心の健康

スキンケア関連カテゴリー



多様な美を叶える
革新的イノベーション

最先端サイエンスと
ラグジュアリーの融合

イノベーションを通じて世界展開を拡大

グローバル展開加速



究極の
カスタマイゼーション 独自価値「つや玉」 先進の紫外線研究

アジアでの成長を加速



日本 お客さまの多様なニーズに対応

オールインワン市場
7年連続 No. 1

大人の七難
すんなり解決

3分メイクで
簡単上質キレイ



直川紀夫
ただかわ のりお

日本地域 最高執行責任者



２０２０２０１９

直近３カ年の日本事業の歩み
２０１８

インバウンド需要の
急拡大で

店頭対応に追われる

コロナ禍で
カウンセリングの
力が発揮できず



日本事業の再成長
お得意先さまとの
協働取り組み強化

生活者の意識･習慣の
変化を捉えた

店頭とデジタル双方の強化

新しい価値を持つ
画期的な商品･サービスの

開発･提供

日本の
長期ご愛用者との
信頼関係の向上



ビューティーコンサルタントに
よるカウンセリング

マスマーケティング

パーソナルケア事業の譲渡･合弁事業化
目的

資生堂の枠組みから分離･独立させ
新しい組織を合弁事業化しさらに発展させる

化粧品事業 パーソナルケア事業



有力なブランド群



再成長にむけた議論

グローバル企業との競争激化 × 限られた経営資源
パーソナルケア事業を取り巻く環境

当社内での
優先順位を高められない

商品開発･広告宣伝などに
十分な投資ができない

将来の成長に向け思いを共に実現できるパートナーに託す
パーソナルケア領域に集中できるよう独立させることを選択



新会社の取り組み

ブランドは今後も継続

商品イノベーションの加速

デジタルを含むマーケティングや販売の強化

資生堂の工場での生産継続による高い品質保持



当事業に携わる社員に関して
 雇用を守り、これまでの報酬･処遇は継続
 新会社でさらなる活躍と成長機会を得る

パーソナルケア事業の専門的なスキルを高め
有能な人材が育つ環境や活気ある風土の新会社へ

社員が積極的に参画して築いていく



堀井清美
ほりい きよみ

日本地域
プレステージ事業本部長



化粧品専門店事業の強化

人生100年時代のビューティーパートナー



ベネフィークの刷新



化粧品専門店でのデジタルの活用
専門店Eコマース

絆を深め、店頭の価値を最大化

店頭



藤原憲太郎
ふじわら けんたろう

中国地域 CEO

中国・上海よりウェブ出席



年平均成長率
＋18.5％

５年間で２倍以上に成長

20202015



スキンビューティーブランド新導入・強化

銀座発の
最高級ブランド 「樹木との共生」 日本発革新的

エイジングケア



デジタル変革の加速

ダブルイレブン2020
ビューティー市場

グループ売上ランキング

第3位
※ Tmall General Trade + Tmall Global、資生堂グループ

消費者とのつながりを強化

Eコマース売上比率上昇



トラベルリテール事業との協働

中国人旅行者の売上を拡大



中国展開40周年
社会価値を創造し

中国消費者・社会から信頼される企業へ



横田貴之
よこた たかゆき

最高財務責任者



欧米事業の収益改革

メイクアップ・
フレグランス収益性改革

固定費改善・
組織構造改革

営業利益率
+10ポイント改善

2023

2019



欧米事業の収益改革

デジタル・Eコマース

スキンビューティーブランド集中強化



梅津利信
うめつ としのぶ

チーフストラテジー
オフィサー



デジタル化で実現したいこと

お客さま１人ひとりの
体験価値の向上



デジタルを中心とした
マーケティングモデルへの転換

お客さま1人ひとりに向けたアプローチ



Eコマースの加速
グローバル全社

売上構成比：35％ (2023年)



組織能力の向上

アクセンチュア社との提携



岡部義昭
おかべ よしあき

チーフブランド
イノベーションオフィサー



研究開発体制の刷新
「ブランド研究所」×「みらい研究所」

中国を第２のグローバル拠点として強化

中国イノベーションセンター東方美谷横浜 グローバルイノベーションセンター



独自のアプローチ
“ダイナミックハーモニー”

相反する価値を融合した価値開発



生活者がワクワクするイノベーション

疑似皮ふ セカンドスキン



サステナビリティ技術の開発

自然や環境に配慮



新領域研究への参画
他社企業との協業

体の内側から美を実現する研究



中村実
なかむら みのる

チーフピープルオフィサー



「ピープルファースト」

組織を変革し、生産性を向上



多様な人材の育成と獲得

グローバル化

リーダーシップ強化

評価・報酬制度の見直し

デジタル人材



人事制度の整備

ジョブ型
｢究極の適材適所｣

資生堂流
働き方改革



マリアチクラナ

最高法務責任者

米国・NYよりウェブ出席



ダイバーシティをリードする企業へ
取締役・監査役の女性役員比率 46%
エグゼクティブオフィサー女性比率 32%
国内女性管理職比率（2021年1月） 35%

50％の実現へ

企業・社会の変革を推進

ほとほど明るい



3/18梅津さんより
ご提供予定

 すべてのパッケージをサステナブルに (2025）
 CO2排出 カーボンニュートラルの実現 (2026)
 持続可能な調達・環境配慮対応(処方・原材料)

地球環境への取り組み

米国のイーストウィンザー工場



～ビューティーイノベーションでよりよい世界を～
For People

人
For Society

社会
For the Planet
地球環境

美の力で人々が幸福を実感できるサステナブルな世界を



就任にあたっての覚悟

グローバルに成長する企業へ

100年先も輝く資生堂の原型を作る



2015 2016 2017 2018 2019

さらなる高みへの挑戦

売上高
1兆円

■売上高
■営業利益

2020 
時価
総額

営業利益
1,000億円

営業利益率
10％

3.1兆円0.7兆円

2023 
0

50,000

100,000

150,000

200,000

営業利益率
15％



人の力 One Shiseido



「ピープル(社員)ファースト」経営理念

企業使命
美の力でよりよい世界を

株主 社員 社会
お客さま
得意先
取引先

コーポレートガバナンス

投資家 多様性
家族



世界で勝てる日本発の
グローバルビューティーカンパニーへ
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